
 

 

 

 

 

 

 

 

 

『防災 Times Vol.７』では、『防災 Times Vol.6』に引き続き、教職員向け防犯訓練についての続編をお送り

します。今回は、本校での防犯マニュアルを中心にお伝えしますので、教職員の皆様は、１２月１日の訓練までにご

一読ください。今回は縮小版ですが、直前の職員会議において、縮小したものではない資料を提示します。 

 

【今回の訓練について、実施の流れです】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本校の防犯の対応について】 
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【緊急対応マニュアルと一次救命処置について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

防災 Times Vol.６において、皆さんも考えてみてくださいと記載しましたが、様々なご意見もあると思いますの

で、あくまで一例として、記載させていただきます。 

 

★不審者って一体どんな人が不審者なんでしょうか？（服装や特徴など） 

  →普段校舎内で見かけない人。その中でも挙動不審な行動をとる人。 

  →白いワイシャツで、一見業者関係や教育委員会関係など、普段から訪問するであろうという人。など 

★本校ならどんな場所から侵入される可能性があるでしょうか？ 

  →小学部棟のベランダ側。プール側の出入り口。正門から堂々と。など 

★教職員自身が身の危険を感じた時、児童生徒を守ることが第一なんでしょうか？ 

  →教職員自身の安全確保をするとともに、児童生徒を安全に避難させること。 

★もし、防犯訓練までに、不審者侵入事件が本校で起きた時、どうすればよいでしょうか？ 

  →まずは、マニュアル云々よりも、教職員自身の安全確保をするとともに、児童生徒を安全に避難させてください。 

★『さすまた』や『警杖』などの資機材はどこにあるでしょうか？ 

  →さすまたは、体育館前と事務室前。警杖は、事務室前にあります。 

 

 

職員会議でも簡単に説明はしますが、12 月 1 日（水）の防犯訓練は、突然不審者が校舎内に侵入し、トラブルを

起こそうとします。誰が不審者なのかは当日までわかりませんが、教職員の皆さんはそれまでにじっくりと対応

策を考えておいてください。どんなことが起きるのか想定できないのが、今回の訓練の目的となります。この訓

練までに実際に起こるかもしれないということも忘れないでください。 


